
事 業 報 告

令和 6年度
(令和 6年 4月 1日 ～令和 7年 3月 31日 )

公益財 法人水俣芦北地域振興財団



令和 6年度決算に関する書類

I 事業報告

1 助成事業

(1)地域振興事業
地域の産業の振興に関する事業、地域住民等の自主的な地域づくり活動を支援する事業、

その他地域の再生・振興を図るための事業として、令和 6年度は次表のとおり助成を行っ
,
′_。
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公 団法人水俣・芦北地域振興財団 定款第 3条に掲 る目的を達成する
め、次の事業を行った。

《令和 6年度事業一覧》
1 助成事業
(1)地域振興事業
(2)も やい直 しセンター運営費助成事業
(3)環境技術研究開発事業
(4)市町福祉対策特別助成事業

2 貸付事業
(1)チ ッソ株式会社に対する一時金支払資金 (平成 22年)貸付に係る事業
(2)チッソ株式会社に対する一時金支払資金 (平成 7年)貸付に係る債権管理
(3)チ ッソ株式会社に対する設備投資資金貸付に係る債権債務管理

ヽ

26, 971, 000円

25, 950, 000円



令和 6年度 地域振興事業一覧表

助成対象者 事業内容 事業費 助成額
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みなまた推進事業 (イ ンバウンド等強化事業
ンド (特に台湾)の客をターゲットとした水
図るべく以下の内容を実施した。
ンド向け旅行商品造成
ィアを活用したプロモーション
会社等への営業活動 など

)

俣市の観光スボッ

3,500

水俣市競り舟協会

■ ドラゴンボー トによる地域振興事業
水俣市の「競り舟」のルーツとされ、世界的に人気のある中国の「ドラ
ゴンボー ト」を新たに4鑓導入し、「ドラゴンボー ト」と「競り舟」を組
み合わせた「みなまたバ ドルフェスティバル2024」 を開催 した。国内外か
ら26チームの参加があり、観覧者含め、約500人 規模のイベントとなり、
「競り舟」の認知度向上や競技人口の増加、市外の競技者等の集客を図つ
た。

5.500 3.500

一般社団法人みなま
た観光物産協会

口HiStory of湯 の児・湯の鶴温泉
令和 7年の湯の児温泉開湯 100周年を契機に、湯の児・湯の鶴両温泉
地の長い歴史を紡ぎ、水俣市の観光の柱として存続させるため、①「フォ
トコンテスト2024」 の開催、②湯の児 .湯の鶴温泉調査及びフリー
ペーパーの作成、③湯の児―御所浦回遊プランの造成及びモニターツアー
の実施、④国民保養温泉地・100周年記念タオル制作を行つた。

1.060 384

芦北地方農業振興協
議会

口みなまた茶プロモーション強化支援事業
全国的な茶の需要低下に伴い価格が低迷 している水俣・芦北地域の茶に
おいて、お米由来のプラスチック素材 (バイオマスレジン)を使用した新
商品等の開発や水俣出身の漫画家江口寿史氏による「みなまた茶」イメー
ジイラストの作成、阿蘇くまもと空港でのPR等を実施し、全国的な知名
度の向上及び販売促進を図った。

530 353

再生プロ
推進協議会

水俣ハゼ
ジェクト た。

に続き含蝋率の高い優良品種を植林し生産量増と品質
に、イベントを通 して水俣市が全国有数のハゼ産地で
向けて情報発信 し、認知度向上に取り組んだ。

■ハゼ産地の再生と基盤強化による地域振興
若手農業者や未経験者等のハゼ栽培への新規参入を促すため、ハゼ栽培
研修やハゼの生産マニュアルを制作するとともに、幅が狭い作業道でも使
用でき、竹林整備でも活用できる樹木粉砕機を購入し、荒廃地の整備とハ
ゼの植林を
また、令
の向上を図
あることを

め
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5.266 3.500

水俣市
6件

森田 具海 (個人)

■水俣と周辺地域 (津奈木、出水、芦北含む)を紹介する写文集と展示企
画
水俣・芦北地域と不知火海の魅力を広く伝える写文集を制作し、水俣市
内の地域住民が運営するギャラリーで写文集の内容を紹介する展示を開催
した。また、熊本市や福岡県でも写文集の配布や設置を行つた。これらの
取組みにより、地域内の交流や観光客・移住者の増加を図った。

1.140 508

′lヽ 計 18,746 11.745

助成対象者 事業内容 事業費 助成額

有限会社御立岬

■岬から始まるオリープの里づくり事業
新たな特産品として期待されるオリープの試験栽培や加工品開発を
進めるため、芦北町の気候に適した品種の選定を実施したほか、加工
試作、観光農園の整備等に取り組んだ。

更に
品の

2.966 1.864

赤松館保存会

●赤松館を活用した文化継承 .青少年育成、100年 カレー復活事業
国登録有形文化財「赤松館」の一般公開を再開し、伝統的な建築技術に
触れる場を提供することで建築に関わる人材の育成の場として活用を図つ
た。さらに、赤松館に伝わる「100年 カレー」の復活イベントのほか、田浦
小学校の150周年記念として歌舞伎の「勧進帳」などワークショップを実施
した。

2.662 1.775

特定非営利活動法人
いただきアース

■生命食いただきアース (地球環境を考慮 した農業及び地域振興事業 )
健康増進効果が期待される野菜のオーガニック栽培のベースを作るた
め、栽培試験に必要な土壌分析を行うとともに、資材を導入し、実験的栽
培を実施 したほか、セミナーや収穫体験等を通 してオーガニック栽培を地
域に広げ、晨業振興に繋げた。

3.498 2.300

芦北町
4件

5.260



株式会社CLASSY

口御立岬周辺施設を活用した交流人口創出事業
芦北町御立岬エリアは屋外常設サウすがあるキャンプ場や宿泊施設、温
泉施設等、交流人口拡大に向けたイベント開催のポテンシャルがあるが、
全国的には知名度が不足している状況であるため、御立岬海水浴場を中心
とした各エリアで、食・音楽 .焚火・キャンプ・サウナを楽しむイベント
を開催し、芦北町の知名度向上と交流人口・関係人rlの増加を図つた。

9,676 3.500

小 計

助成対象者 事業内容

18,8

事業費

9,439

助成額

津奈木町
1件 津奈木町

口住民参画型アートプロジェクト 小田原のどかつなぎプロジェクト
2008年から続く住民参加型アートプロジェクトの一環として、彫刻家
彫刻研究者の小田原のどか氏を招聘し、公共空間における彫刻やモニュメ
ントと地元の行事などとの関わりについて住民とともに考察した。
その結果を踏まえ、展示作品を制作するとともに、成果展を開催した。

3129

」ヽ 計 5,19( 3.129

助成対象者 事業内容 事業費 助成額

御所浦町
2件

御所浦アイランド
ツーリズム推進協議

口櫓櫂制作技術と櫂による操船技術の伝承
体験学習プログラムで提供している伝馬舟櫓藩ぎ体験の充実 .推進と櫓
漕ぎの文化の継承 .保全を図るために以下の事業を実施した。
①伝馬舟櫓漕ぎ体験に使用する櫓櫂制作技術を伝承するための船大工によ
る講習会
②櫂による操船技術を伝承するための講習会

529 281

御所浦未来島株式会
社

口恐竜の島X地元コラボ :天草・御所浦新商品開発プロジェクト
「御所浦恐竜の島博物館」のリニューアルを契機に、多くの観光客の来
訪が見込まれるため、地元事業者と協力し、地域の文化や自然史を反映し
たオリジナル商品の開発を実施した。
天草 .御所浦地域内の9事業者が、恐竜をテーマにした木製玩具や化石
レプリカキットなど20品 目46種類の商品を企画・開発した。

2.035 1356

′ト 計 2,564 1,637

合 計 25,950

5.190

///



(2)もやい直しセンター運営費助成事業
地域の協調・発展に関する事業として、令和 6 年度は次表のとおり公益財団法人水俣市振

興公社及び社会福祉法人芦北町社会福祉協議会に対してもやい直しセンターの運営費助成

を行った。

計 2件   予 算 額   29,494,000円

助 成 額   29 94 000

:円 )

【 参 考 】

もやい直しセンターの運営費 (維持・管理費)については、 (公財)水俣・芦北地域振興財団の予算

の範囲内で、かつ対象経費の 1/2以内を助成。 (もやい直し事業は対象にならない。)

助成対象者 対象経費 助成額

(公財)水俣市振興公社 56,429,547 22,462,895

(社福)芦北町社会福祉協議会 17,663,000 7,031,105

計 2件 74,092,547 29 494,000



(3)環境技術研究開発事業
地域の環境技術の研究開発を促進するための事業として、令和6年度は次表のとおり助

成を行った。

計 1件 20,165,000円

1,528,000円助 成 額

令和 6年度 環境技術研究開発事業一覧
(単位 :円 )

予 算 額

助成対象者 助成対象研究 事業費 助成額

株式会社環境

総合技術セ ン

ター

【継続事業2年日】

■生活環境保全と地域資源循環のための生ごみコン

ポスト化―リサイクルシステムの高度化

○ 生ごみのリサイクルシステムの高度化に向けて、生ごみ
から肥料を作るコンポスト化の最適な方法を研究するた
め、新種の菌の作出及びその添加効果の確認、生ごみの

前処理方法や温度管理の改善等を検討す
‐
るとともに、改

良コンポスlを用いた農作物の栽培実験を行っナ島

Oその結果、シートカバー被覆を導入し、過度の放熱と
水分の蒸散を防いで製造した改良コンボストが、葉もの・実

もの野菜の栽培に対して碗 畔1を上回る効果を有する
ことが明らいとなっ′L

2,183,392 1,528,000

計 1件 2,183,392 1,528,000



(4)市町福祉対策特別助成事業
地域の福祉サービスの充実に関する事業として、令和6年度は次表のとおり助成を行った。

計 2件 20,522,000円

6,821,320円

(単位 :円 )

助成対象者 事業費 助成額

水俣市 24時間介護支援事業 6,817,000 6,817,000

(社福)水俣市

社会福祉協議会
24時間介護支援事業 4,320 4,320

計 2件 6,821,320 6,821,320

2 貸付事業
(1)チ ッソ株式会社に対する一時金支払資金 (平成 22年 )貸付に係る事業
地域における社会的紛争解決の推進に関する事業。令和6年度はチッソ株式会社に対

する一時金支払資金に係る貸付を行っていない。

額

額

算

成

予

助

助成対象事業



【参 考 】一時金支払資金(平成22年)貸付状況一覧表

(単位 :円 )

※△は不用額を熊本県に返還したもの

く参考 > ~時金支払資金 (平成 22年)貸付の仕組み

元利 100%
地方交付税措置

出資
つい て

が

に

県

額

本

る

熊

す

補 助 金

(出 資 額 の 85%

一 時 金

1人 210万 円
一 時 金 支 給 対 象 者

救 済 措 置 方 針 等 に

定 め る 被 害 者 団 体

日付 熊本県出資金の受入額 チッソ(株)への貸付金額 貸付資金残高
鉢Il′自.除 く)

H22. 9.22 47,551,900,000 47,551,900,000

H22. 9.24 第1回   13,000,000,000 34,551,900,000

H22.12_10 第2回   15,000,000,000 19,551, 900 ,000
H23. 2.14 第3回   6,600,000,000 12,951,900,000

H23. 4. 1 第4回   12,951,900,000
H23. 7.25 4,639,100,000 4,639,100,000

H23. 7.26 第5恒1  4,639,100,000 0

H23.11. 8 10,884,300,000 10,884,300,000

H23.11. 9 第6回   4,100,000,000 6,784,300,000

1124. 1.31 ,「 7回   1,481,800,000 5,302,500,000

H24. 4. 2 第8回   1,352,400,000 3,950, 100 ,000

H24. 7. 2 第9回   1,824,900,000 2,125,200,000

H24.10. 1 第10回   2,125,200,000 0

H24.12.10 3,706,500,000 3,706,500,000

H24.12.11 第11回   3,706,500,000
H24.12.26 16,556,400,000 16,556,400,000

H25. 2.28 第12回   4,095,000,000 12,461,400,000

H25. 4.  1 第 13回 2,310,000,000 10,151,400,()00

}125. 7. 1 第14回   1,155,000,000 8,996,400,000

H25.10. 1 第15回    945,000,000 8,051,400,000

H26. 2.10 第16回 84,000,000 7,967,400,000

H26. 4.28 第17回 63,000,000 7,904,400,000

H26. 6.30 第 18回 84,000,000 7,820,400,000

I127. 3.20 第19回 10,500,000 7, 809 ,900,000

H27. 3.25 △ 7,0()7,700,000 802,200,000

H27. 7.24 第20回 21,000,000 781,200,000

H28. 6.30 第21回 21,000,000 760,200,000

H30. 3.20 第22回 14,700,000 745,500,000

H30. 7.24 第23回 8,400,000 737,10(),000

第24回 2,700,000 734,400,000

R2. 1.16 第25回 2,100,000 732,300,000

R2. 6.19 第26回 2,100,000 730,200,000

合計 76,330,500,000 75,600,300,000
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(2)チ ッソ株式会社に対する一時金支払資金 (平成 フ年)貸付に係る債権管理
地域における社会的紛争解決の推進に関する事業として平成 7年度から平成 9年度まで

に行ったチッソ株式会社に対する一時金支払資金貸付の債権管理を行っている。

債権額は以下のとおり。

貸付金残額

貸付金に係る利息残額

貸付金残額

貸付金に係る利息残額

4 366 212 879円

3,812, 649,827円

8 178 862 706

※ 額は令和 7年 3月 31日 時点

※ 償還条件は50年償還・ 22年据置・半年賦元利均等償還

※ 貸付金総額は4,759,950,000円 、うち393,737,121円 を返済 (残額4,366,212,879円 )

(3)チ ッソ株式会社に対する設備投資資金貸付に係る債権債務管理
地域の産業の振興に関する事業として、平成 6年度から平成 10年度までに行ったチッ
ソ株式会社に対する設備投資資金貸付の債権及び債務の管理を行っている。

債権 (債務)額は以下のとおり。 (熊本県からの借入金を原資に貸付を行っているため、

債権と同額の債務が発生する。)

8, 626, 153,908円

834, 937,538円

※ 額は令和 7年 3月 31日 時点

※ 償還条件は 10年償還・ 3年据置・半年賦元利均等償還

※ 貸付金総額は10,000,000,000円 、うち1,373,846,092円 を返済 (残額8,626,153,908円 )

計_9,46==09二 446円


